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表 した｡2種類の ｢くの字｣形の突起に

指先で触れ､角度の大小を識別 してもら

う手法｡認矢口症患者は識別率が低 いとい

い､｢国際的な診断基準の一つになれば｣

としている｡ (内田圭助)

症

早
期
発
見
に
光

検
査
に
使
わ
れ
る
角
度
の
違

う
2
種
類
の

｢く
の
字
｣
形

の
突
起

岡山大大学院教授 ら 検査法考案

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
､｢見

え
な
い
障
害
｣
と
い
わ
れ
る

認
知
症
は
､
早
期
診
断
の
方

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
｡

呉
教
授
ら
は
約
10
年
前
か
ら

視
覚
や
聴
覚
な
ど
を
活
用
し

た
検
査
法
の
開
発
に
取
り
組

み
､
客
観
的
に
検
査
で
き
る

触
覚
と
図
形
角
度
が
最
適
と

判
断
し
た
｡

岡
山
大
病
院
で
昨
年
6
月

か
ら
9
カ
月
間
､

60-
80代

の
健
康
な
高
齢
者
14
人
と軽

度
な
認
知
障
害
患
者
10
人
､

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

患
者
13
人
を
対
象
に
臨
床
研

究
を
実
施
｡
基
準
角
度

(60

度
)
と
､
そ
れ
よ
り
4

-
50

度
大
き
い

｢く
の
字

｣
形
の

突
起
の
あ
る
ア
ク
リ
ル
板
9

種
類
を
用
意
し
､
専
用
装

置

で
60
度
と
無
作
為
に
選
ん
だ

別
角
度
の
2
枚
を
､
目
隠
し

し
た
患
者
の
人
さ
し
指
の
下

を
通
過
さ
せ
､
ど
ち
ら
が
大

き
い
か
を
80
問
答
え
て
も
ら

岡山大大学院の呉景龍 自然科学研究科

教授 (生体計測工学)と阿部康二医歯薬

学総合研究科教授 (脳神経内科学) らの

研究グループは28日､認知症の早期発見

につながる新 しい検査法を考案 したと発
iiii:戚

｢ く｣ 形突起触れ 角 度 識 別

目
隠
し
を
し
て
認
知
症

検
査
の実
験
を
す
る
呉
教
授
=
岡

山
大

っ
た
｡

健
康
な
高
齢
者
は
平
均

8
･
7
度
の
違
い
を
識
別

し
た
の
対
し
､
軽
度
の
認

知
障
害
患
者
は
同
13
･
8

度
､
認
知
症
患
者
は
同
25

･
2
度
｡
全
体
の
正
答
率

も
健
康
な
高
齢
者
の
平
均

82
･
1
%
に
対
し
､
認
知

症
患
者
は
同
67
･
9
%
に

と
ど
ま
っ
た
｡

国
内
の
認
知
症
患
者
は

推
計
2
0
0
万
人
以
上
｡

呉
教
授
は
｢装
置
の
小
型

化
や
検
査
時
間
の
短
縮
な

ど
改
良
を
進
め
､
3
-
5

年
後
の
実
用
化
を
目
指
し

た
い
｣
と
し
て
い
る
｡

研
究
成
果
は
米
科
学
誌

へ
の
掲
載
が
決
ま
っ
て
い

る
｡


